
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
誌
特
集
で
は
、
今
号
を

起
点
に
、「
教
育
の
『
こ
れ
か
ら
』
を
考

え
る
」
シ
リ
ー
ズ
を
次
号
以
降
展
開
し
て

い
く
（
右
表
）。
今
号
（
８
月
号
）
で
は
、

新
学
習
指
導
要
領
の
目
的
で
あ
る
「
何
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
と
い
う
観
点
、

す
な
わ
ち
、
育
成
を
目
指
す
「
資
質
・
能

力
」
と
は
何
か
、
そ
れ
が
ど
う
い
っ
た
場

面
で
発
揮
さ
れ
た
り
、
育
ま
れ
た
り
す
る

の
か
を
、
高
校
生
や
社
会
人
、
そ
し
て
現

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

と
、
そ
れ
に
伴
う
臨
時
休
業
を
始
め
と
し

た
想
定
外
の
事
態
の
中
、
自
分
な
ら
で
は

の
感
性
を
働
か
せ
て
、
学
び
や
生
活
を
よ

り
豊
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
行
動
し
た
生

徒
た
ち
は
、
新
学
習
指
導
要
領
を
通
じ
て

育
成
を
目
指
す
生
徒
の
姿
そ
の
も
の
だ
っ

た
。
つ
ま
り
、
学
校
現
場
が
こ
れ
か
ら
実

現
す
べ
き
教
育
は
、
既
に
新
学
習
指
導
要

領
を
踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で
き
たBefore 

コ
ロ
ナ
の
教
育
と
決
し
て
非
連
続
な
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
、
多
く
の
教
師
が

強
く
実
感
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
事
態
を
契
機
に
、

Before 

コ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
を
肯
定
し

つ
つ
も
、
そ
の
実
施
ま
で
２
年
を
切
っ
た

新
学
習
指
導
要
領
の
理
念
を
確
実
に
実
現

す
る
た
め
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
基
づ
い
た
教
育
活
動
の
不
断
の

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
改
め
て
言
え
る

新学習指導要領の方向性と本誌特集の今後の発信テーマとの対応図

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」を基に編集部で作成。

新しい時代に必要となる資質・能力の育成と、 学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえた
教科・科目等の新設や目標・内容の見直し

◎小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共」の新
設など

◎各教科等で育む資質・能力を明確化し、目標や内容を構造
的に示す

学習内容の削減は行わない

◎生きて働く知識・技能の習得
など、新しい時代に求められ
る資質・能力を育成
◎知識の量を削減せず、質の高
い理解を図るための学習過
程の質的改善

主体的・対話的で深い学びの視点からの
学習過程の改善

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携・協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

各学校における「カリキュラム・マネジメント」の実現

何ができるようになるか

何を学ぶか どのように学ぶか

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

生きて働く知識・技能の習得 未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

月号 テーマ

8月号
【総論】教育の「これから」を
考えるー「今」を見つめた未
来の創り手たちー

10月号
【実践編①】高校教育の「今」
と「これから」をつなぐ授業に
ついて考える（仮）

12月号
【実践編②】高校教育の「今」
と「これから」をつなぐ学習
評価について考える（仮）

2月号
【実践編③】高校教育の「今」
と「これから」をつなぐ特別活
動・部活動について考える（仮）

８月号

12月号

10月号
・
２月号

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
師
や
生
徒
の

気
づ
き
や
学
び
を
踏
ま
え
て

新
学
習
指
導
要
領
を
捉
え
直
し
、教
育
の

「
こ
れ
か
ら
」を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
特
集
を
、

今
号
を
起
点
に
展
開
し
て
い
き
ま
す

本誌特集の「これから」

30 August  2020
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場
の
教
師
た
ち
の
気
づ
き
や
学
び
を
通
し

て
改
め
て
捉
え
直
し
た
。10
月
号
以
降
は
、

そ
う
し
た
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
、

「
何
を
学
ぶ
か
」「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」

と
い
う
観
点
、
す
な
わ
ち
、
新
学
習
指
導

要
領
で
示
さ
れ
た
教
育
内
容
や
授
業
・
指

導
改
善
の
あ
り
方
な
ど
の
実
践
面
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
師
の
実
践
や

生
徒
の
成
長
・
変
容
を
通
じ
て
捉
え
直
し

て
い
く
。

　「
教
育
の
『
こ
れ
か
ら
』
を
考
え
る
」

シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
発
信
す
る
情
報
を
、

各
校
の
「
こ
れ
か
ら
」
の
学
校
づ
く
り
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

誰もが答えが１つではない問いに向き合うことが求められている時代、先生方にとっても、互
いの考えや思いを共有する重要性が高まっています。今号の特集では、新学習指導要領の実
施まで２年を切った今、改めて今回の想定外の事態を踏まえ、自校の教育の「これから」につ
いて考えるべきだといった声が現場の先生から上がりましたが、そうした取り組みには、自
校の先生同士が考えや思いを率直に語り合う場が欠かせません。そこで、「対話による集合知」
をもって予測困難だった今に立ち向かい、教育活動を推進し続けた長野県蘇

そ

南
なん

高校（本号
P.26 〜 29）の小川幸司校長と編集部のファシリテーションの下、自校の教師同士で、自校の
教育の「これから」について考え、語り合うオンライン・ワークショップを開催します。

講師・ファシリテーター ワークショップの主な内容

長野県蘇南高校
校長

小川幸司

◎長野県教育委員会事務局・学びの改
革支援課を経て、４月より蘇南高校校
長。専門は世界史。中央教育審議会教
育課程部会の社会・地理歴史・公民ワー
キンググループの専門委員を務める。
著書『 世界史との対話 』 全３巻（地歴
社）など。

❶８月号の特集について解説
蘇南高校の取り組みを中心に、８月号の特集について、小川校長
と編集部が解説

❷自校の教師同士で対話
「対話による集合知」をもって教育活動を推進し続けた蘇南高校
の小川校長と編集部のファシリテーションの下、本号 P.32〜33
掲載のワークシートを用いた、自校の教師同士による対話を通じ
て、自校の教育の「これから」を考える

❸質疑応答、議論内容共有
記事についての質疑応答と、各校の対話の内容の共有を行う

本号 P.32〜33のワークシートを用いながら、
自校の教師同士の対話を通じて、自校の教育の「これから」を考えます

本号 P.32〜33のワークシートにお取り組みの上、
自校の先生方と一緒に（２人以上）ご参加ください

自校の教師同士の対話を通じて、
教育の「これから」を考える
オンライン・ワークショップ

2020年
9月18日（金）
オンラインで
開催！

PRESENTS

日時 2020 年９月18 日（金）15 時 00 分 〜 17 時 00 分

形式
オンライン（ライブ配信）
申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します

参加申し込み
方法・締め切り

QRコードから登録してください
参加申し込みは 2020 年 9 月15 日（火）まで

参加費 無料

イベントのご案内

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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